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理基金 特別会計経由で償還している（特別会計に関する法律第 26 条）。
*2 日銀の当期剰余金から準備金・配当金を控除後の純益。
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10 年債 0.365 に比べて TDB（1Y）では -0.0330 になっている。
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（注 1）  一般会計の負担に属する公債等の減債制度です。  （注 2）  国債整理基金特別会計に所属する東京メトロ・日本郵政株式に係る売却収入等は、復興債の償還財源に充てられます。  





























































計 206,845,475 計 206,845,475
[ 出処 ] https://www.mof.go.jp/jgbs/reference/appendix/hakkou13.pdf
*5  説明図２－１　平成２７年度国債整理基金特別会計 （単位 百万円）
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*6  説明図２- ２　平成２７年度国債整理基金特別会計償還当初計画表
３．交付国債発行による通貨発行権（益）からの財源
 




























22 1,124,600 1,026,100 104,500 900 1,400 1,132,900 800 129,600 6,369,800 99,700
23 1,248,600 1,138,300 114,300 900 400 1,253,900 1,000 133,900 6,799,300 109,100
24 1,247,600 1,132,100 121,100 900 400 1,254,600 1,200 139,600 7,232,300 127,000
25 1,306,300 1,185,700 128,200 1,000 400 1,315,200 0 148,500 7,695,100 148,600
26 1,348,000 1,214,600 136,400 1,000 400 1,352,300 0 152,800 8,036,400 170,800
27 1,374,800 1,238,000 141,500 1,000 400 1,380,700 0 158,700 8,373,100 188,100
28 1,414,100 1,269,500 146,800 1,000 500 1,417,600 0 162,200 8,704,100 203,900
29 1,465,700 1,303,500 152,000 1,000 500 1,456,600 0 153,000 9,019,200 219,100
30 1,479,700 1,328,900 152,500 900 400 1,482,500 0 155,800 9,346,500 233,500
31 1,463,200 1,317,700 157,400 800 500 1,476,100 0 168,700 9,681,200 247,900
[ 出処 ] 財務省
（単位 億円）
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－149 （     ）－
４．通貨発行益の財源枠
 








　その 2015（平成 27）年度発行益現在額は，おおよそ 9 月 20 日営業報告書から，
 
　　　発行銀行券　　91.9 兆円
　　　超過準備金　   21.1 兆円（18 日現在金融調節記載）

























「（公債発行の限度額） 第 6 条 ｢財政法｣ 第 4 条第 1 項ただし書の規定 *7 により
平成 27 年度において公債として発行することができる限度額は 6.0 兆円とす
る。 2 ｢財政運営に必要な財源の確保を図るための公債の発行の特例に関する
法律｣ 第 2 条第 1 項の規定によっては 30.8 兆円とする。」
 
と断られているほか，「（国庫債務負担行為） 第 4 条 ｢財政法｣ 第 15 条第 1 項


















－151 （     ）－
る法律第２条 *9 の規定がある。













































































－154 （     ）－
後書
　本稿は，2015 年エントロピー学会名古屋大会の報告稿に基づいている。報
告に当っては，辻林政高氏（環境ソルーション）のアドバイスを頂いた。お礼
を添える次第である。
提出年月日：2016年5月16日
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